
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
  

2、連帯しよう 

・薬害被害の構図は同じ…薬害の原因は薬ではない!やるべき

人がやるべきことをきっちりやらなかったことが原因 

・薬害、公害、原発被害…根っこは同じ！ 

3、訴えよう、行動しよう ～黙っていては変わらない～ 

・集会への参加 署名 裁判傍聴 宣伝行動などなど
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★今年の実行委員は学生さんが多かった。ブルーの T

シャツで明るく真直ぐに薬害根絶が訴えられた 

★薬害の歴史が解説された団扇は昼食に出る厚労省

職員にも渡された。わざわざ取ってくれる人もいた

★パレード･･お決まりの「薬害はもういやだ～!」を心

底叫びながら､薬による被害を繰り返さないために

は、論調に流されず、現場から被害の全貌を明らか

にすることが､させることが大事だと感じた 

 

薬害イレッサ東日本訴訟 第一回控訴審裁判 

日時：2011 年 9 月 6 日（火）午前 11：00～ 

場所：東京高等裁判所 101 号大法廷（地裁と同じ建物です） 

＊9 時より裁判所前にて宣伝行動を行います。 

＊裁判終了後、弁護士会館 508 会議室にて報告集会を行います。 

★傍聴席を傍聴人でいっぱいにしましょう･世間は注目しているぞと★ 

『薬害イレッサ訴訟の早期解決を求める要請書』 

の署名にご協力ください！！ 

第一次締切：9 月 30 日 

下記の URL より署名用紙をダウンロードできます♪ 

http://www.gaiki.net/yakugai/gef/lib/116sign-p2.pdf 

（外苑企画商事＞薬害根絶＞薬害イレッサ書庫 内） 

1､被害を知ろう、学ぼう 

・被害に始まり、被害に終わる…公害

根絶闘争の原点-被害の全貌を明らか

にすることが全面解決する前提である

・見える被害、見えにくい被害

イラスト提供「web サイト赤ずきんちゃんの散・歩・道」 

★薬害被害者のインタビュー｢みんなが関心をもつこ

とがないと､自分には無関係と思っても実際に薬害

は起こっている｣。再発防止委員-｢過去を忘れるも

のは過去を繰り返す｣知らなければ学ばなければ･･

被害者の思いが込められた｢最終提言｣は絶対風化

させない！ 

★過去の薬害被害者は高齢化してなお被害に苦しんでい

る。しかし､薬害を知らない､知ろうとしない人がまだ

まだいる。薬とは何か、私たちは何をもってその薬の

安全性有効性を考えているのか｡薬害を知って認識の

甘さを痛感した思いを大事にしたいと思う日だった 

★碑の前行動の現大臣お言葉-前回自分の言葉で語った

長妻前大臣の話を棒読み･･本心なら和解拒否はない 

 


